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４月７日の始業式・入学式から本日まで、皆さんには  チーム宜野座」の一員として一人ひと

りが役割をこなしながら、授業や学級活動、学校行事や部活動に参加・協力してもらい、本当に

ありがとうございました。 

特に、昨日の がんじゅうタイム」では皆さん一人ひとりが集中して取り組んでいる姿にと

ても感動しました。舞台と客席が一体となって、とてもいい時間を過ごしました。ありがとう

ございます。昨日も少し話しましたが、学んだことを自分なりによく考え、次の行動につなげ

ることを大切にもらいたいと思います。皆さんが国保について学び、自分や家族の健康、そし

て地域の医療を支えるために何ができるのかを考えてほしいと思います。一緒に取り組んでい

きましょう。 

このように、 知る、考える、行動する」という姿勢は、６月の普天間高校演劇部の皆さん

を招いての平和学習でも学んだことです。戦争や基地の問題を自分ごととして捉え、平和につ

いて考え、行動することの大切さを学びました。今後も様々な場面でこのような姿勢が必要に

なると思います。皆さんもぜひ持ち続けてほしいと思います。 

 

また、部活動について、どの部も素晴らしい戦いを見せてくれました。その中でも特に素晴ら

しい成績を残した生徒に、ボクシング部のＡさん、陸上部のＢさんがいます。二人とも県大会で

優勝、準優勝し九州大会まで進みました。３年間の努力が実った素晴らしい実績です。私が思う

に、二人に共通するのは、競技に対して真剣で基本に忠実であると思います。Ａさんのボクシン

グは決して大振りなどしない、日頃から練習しているスタイルを試合でも徹底していました。ま

た、三段跳びのＢさんも繰り返し自分の跳びを追い求め、大会では自己新記録を樹立しました。

二人とも各競技に真剣にまじめに取り組み、練習では丁寧にコツコツと自分のスタイルを作り

上げました。 

６月 10日にキャリア講演会で来校した村上シンイチさんのお話を覚えていますか、日々の

やるべきことを丁寧にやってみてはどうかという話でした。物事に丁寧に取り組むことは見え

ていないことが見えてくるということだったと記憶しています。二人は日々、真剣にまじめに

そして丁寧にコツコツと取り組んできました。その姿勢は人としてとても尊敬できるものだと

思います。丁寧にコツコツと取り組んだ結果、何かに気付き、自分のスタイルを考え、それを

身体が覚えるまで練習を繰り返してきたのではないかと私は思います。知ること、気づいたこ

とを踏まえて自分なりに考えて行動するという姿勢はこういうところでも生かされているんで

すね。今後の活躍も期待しています。 

 

さて、今日は１学期の終業式です。皆さん一人ひとりで１学期を振り返ってみましょう、各学



級や部活動でやるべきことを真剣に丁寧にやり遂げましたか。それぞれが役割をやり遂げるこ

とはとても大事なことで、生徒同士、生徒と先生と、お互いの約束の一つだと言えます。自分の

役割をやり遂げることは、仲間との信頼関係につながり、皆さんが成長する一歩です。日々のや

るべきことを真剣に丁寧にやり遂げると、見えなかったものが見えてきて一歩ずつ前に進んで

いくと思います。 チーム宜野座」としても大事にしたいことです。 

 さらに、学校の外での役割をやり遂げた生徒もいます。今年は 地域とともに歩む宜野座高等

学校」というスローガンのもと、キャリア教育として、校外でのボランティア活動を積極的に勧

めてきました。校門前花壇や松田小学校の読み聞かせでは本当にありがとうございました。ま

た、ボランティア部の皆さんは子ども食堂や結婚式お仕事体験などの地域活動に加え、ソフト

ボール部、野球部３年生とともに児童オリンピックの運営スタッフを務めてもらいました。様々

な活動に参加・協力していただいた生徒の皆さん本当にありがとうございました。 

 

さあ、夏休みが始まります。やり残すことがないよう一人ひとりが有意義な時間を過ごして

もらいたいと思います。夏休み期間中も地域人材としてボランティア活動に取り組むのはどう

でしょうか。各地区ではラジオ体操や公民館での勉強会が行われるはずです。もちろん、自分

の勉強や進路実現に向けての取組、部活動も大事ですが、地域の一人として地域の手伝いをす

ることも大事なことだと思います。皆さんが地域に対して何ができるのかを考えてみましょ

う。これも、気づき、考え、行動することと同じことだと思います。地域の現状を理解し、自

分にできる役割を考え、行動に移してこそ、地域の一人としての役割だと思います。そしてそ

の頑張りを SDGsパスポートに記録していきましょう。夏休み期間中にはそれぞれで記入する

ことがあるといいなと思います。活用してみて下さい。 

 

最後になりますが、これまで話してきた、自分の役割を自覚し、その役割を真剣に丁寧にや

り遂げること、これはとても大事なことです。これは、皆さん一人ひとりの 心の力」がうま

く発揮されることだと私は思います。皆さんの 心の力」がこれまで見えなかった何かに気づ

き、丁寧な行動を促してくれると思います。そうすると、クラスメイトや友人、部活動の仲間

といい関係を築くことができ、いい時間を過ごし、いい思い出ができるはずです。１学期を振

り返って、いい思い出ができましたか。どうぞ自分自身で振り返ってみてください。 

そして、この夏休みには 心の力」を鍛えてみてはどうでしょうか。 

では、私の話が皆さんの心に届いていることを期待して、１学期終業式のあいさつとします。

先生方は、ここにいる皆さん全員が安全に安心して夏休みを過ごし、９月１日の始業式に元気

に登校することを願っています。皆さん一人ひとりにがんじゅうな夏休みが訪れますように。

では２学期に待っています。静かに聞いてくれてありがとうございました。 


